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( 科目コード：8708620075KS)

【改訂】第 3 版（2010-03-19）
【科目】生物科学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

長阪 玲子

【授業目標・教育方針】
・生物科学を発展させた基礎的技術・研究法について知識があること．
・遺伝子組み換え技術に関する基礎知識があること．
・食品，医療などへの応用と社会生活への影響についての知識をもつこと．

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である .
生命を維持するため，長い時間をかけて生物が進化させてきた仕組みを明らかにする方法を知ること．また，その生
物工学を応用した方法を用いることにより社会生活に役立てている現状を知ること．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：文系のための生命科学：東京大学生命科学教科書編集委員会：羊土社：978-4-7581-0721-1
参考書：最適な実験を行うためのバイオ実験の原理：大藤　道衛：羊土社：4-7581-0803
参考書：理系総合のための生命科学：東京大学生命科学教科書編集委員会：羊土社：4-7581-0711-2
参考書：ポストゲノムの分子生物学入門：村上　康文：講談社：978-4-06-153856-6
参考書：ゲノム工学の基礎：野島　博：東京化学同人：4-8079-0554-6
生命科学の基礎：野島　博：東京化学同人：4-8079-0651-2

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
板書を主体とした通常授業．必要に応じてプリント等を配布して説明する．

【メッセージ】
ノートをしっかりとること．
疑問点はその場で質問すること．

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：生物科学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 科学とは何か．生物学とは、　生
物学の方法について

科学的思考のプロセスについて
生物科学を支える技術の例　
生物の基本概念と基本構造

第 2-3 回 生命の設計図 生命の物質的基盤，セントラルドグマ，遺伝子工学，
DNA ポリメラーゼによる DNA 合成反応

第 4 回 遺伝子発現の調節 遺伝子疾患と確率，現代遺伝学，RNAi

第 5 回 環境応答と恒常性 恒常性，環境応答，分子ネットワーク，遺伝子制御の
メカニズムの発見，レトロウイルス，バクテリオ
ファージ

第 6-7 回 細胞周期
シグナル伝達の基本

細胞周期とがん，アポトーシス，遺伝子診断

第 8 回 中間試験
第 9-10 回 個体の形成，分化 生殖，クローン動物，発生工学，再生医学 レポート
第 11 回 動物個体の環境応答と情報処理 感覚，中枢神経とその制御
第 12 － 13 回 動物個体の維持 ホメオスタシス，免疫応答，抗原抗体反応，アレル

ギー，タンパク質工学
第 14 回 生物進化とゲノム ゲノム研究の今後，バイオインフォマティクス
第 15 回 まとめ　期末試験 まとめと演習
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